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ｉ
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ど
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ｉ
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Ｈ
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ｉ
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ｉ
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～
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■
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■
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仁
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．
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岸
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岸
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ｆ

事
革
Ｆ
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追
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叛
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憂
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０
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Ａ
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仁
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茅
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瀬
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Ａｆ
ｒ
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．
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√
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．
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Ｆ
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Ｆ

Ｆ
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、
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■
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梅
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Ｆ
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↑
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Ｆ
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√
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、
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４
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．
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■
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一一
≡
≡

一一　．ふ）う　
一
キ
ヤう
・●
．

一ｉ
上
〓
〓
上
ヨ
，
〓
巨
が
現
■
「
つ
攻
生
た

よ
つ
て
ヌ
ル
ハ
千
”
〓
〒

ｉ

怖
く
と
■
一
・〓
」、
三
☆

・
者
す
方
面
七
接
が

し
く

キ」
（ノ
千
，）
三
こ
〓
ニ
キ

一声

２

・一十
再
年

↑
一，
一ヂ
十
Ｙ

百
告
！
中
●
生
に
よ
北
兵
仁
手
丁

一
，
一！ｉ
十

（り
十
一穂

域
境
深
処
よ
乙
圧

・
交
老
両
車
市
乏
，引
、
居
於
要
降
、
ョ
苛
を
に
一

一
峰一
、　
主ｒ
杯
一別
一檀
、　
主
予り
八
内月
一方
、　
い丸
一引
掌
〕」号
≡コ
十項
持
．対
埼
■
！！
■
・

介
、
作
肖
技
心
、
忽
鼓
柿
持
、
モ曇
ｏ一｛書
導
、
一末
夜
末
其
モ
■
，、
〓
■

再
一一五

と
い
い
、
一憶
萩

・
這
転
の
女
直
の
前
年
八
月
に
ガ
き
、
そ
頼
す
■

一
工
■
一

と
部
の
封
力
下
に
あ
つ
た
こ
と
を
成
ら
か
に
キ
ンる
。

十小
Ｚ
〓
正
　
一父
ユ
／色
●
一
一】
早
汚
の
一位
単」
一
Ｌ
坑
Ａり
か
ネｔ
一な
い
いか
、　
一≡
一打
〓
二
十一　
十Ｌ

年
二
月
二
十
七
日
に
看
坂

■
発
し
た
引
岸
軍
は
主
ヨ
繁
明
に
は
〓
丸
■
に

セ
一十
し
、　
一
〓
ヨ
ネ
一小々
モ
」と
荘料
一日
しヽ
ヤ
≡
引
お筋
ば
，
台
一と
い
ま
フ
か
りヽ
、　
キ低
補
宅́
一▼
干
中
一■

，
て
近

い
場
所
に
あ

つ
た
■
と
が
知
ら
れ
る
３

浄
よ
う
に
弓
岸

・へ，
の
計
伐
を
受
け
た
貫
直
―

ユ
十一の
パ
車
身
ほ
下
，
一

占
二
〓
ち

た
―
―
は
、
言
ら
の
安
全
■
計
る
た
め
に
よ
）、
両
浜
？
不
一■
，

に
蔵
ら
ゴ
ろ
を
得
ず
、
鳥
在
部
も
し
く
は
棄
お
部

４
い
う
海
山
■
百
ｆ
■

一丁
た
．よ
、
とｉ
‐‐州
〓
直

よ
９
起

つ
■
一
ヌ
ル
ハ
エ
′う
一卜
に
純
≡
歩
す
る
こ
ィ
ナ
一

千【
つ
ム
ト．

一
ｉ
ｔ
一≡≡一
ネ
一一
ヤヤ
一二
上‐
一些
一
一
〓
ｆ白九〓
十
一ス
（り
と
（
Ｆ
ｆ
だい、　
催
向
】力
一一「十一ョ
ｎ三
卜
中，ど
一一
一ヤ

サ　イ
」

情
．！１……
セ
胡̈
ほ
オ
ト汝
ど
、
”
安
翌
″子
、
顕
■
化
京
移

入
サ
ー
小
、
毛
岳

（
ホ
テ，ｉ′
｝
」ヽ
一ヽ
一
巾一
【
フ一↓一
、　
十九
■
”市
■
ン，、　
一
，・十ｉｔｉ
十一市
，＝コ、　
蛭
一一け
一
也
一
げ、　
！いい

装
・こ
手
使
不
存
上
、
後
言
ヱ
・〓
す
一カ
東
ｔ

ｉ■
！■、
っ
て
ぃ
る
．ψ
工
域

上
慎
す
の
な
内
に
仁
≡
五
一長
時
に
、
こ
つ
こ
ム
・十

，一
て
一三
キ
理
「↑
才
二
性
本た
イ
、
すネ
一
【小
千
〔工
い
（、
一
≡
い
■
！の
キ
■
●
）●
．

浄
て
Ｉ
良
モ
，
，
卜
を
受
，
た
エ
ル
ハ
ユ
十
一

八
技
ｉ
級
の
中
核
と
な

チ
■
キ
一つ
何
■
〒
ぢ

た
の
は
、
一満
河
実
よ
で
〓
、
あ
た
，
札
Ｉ

〔
■
Ｔ
●
こ

と
と
ど
■
て
い
ろ
し
訂
年
に
こ
ほ
！
上
Ｈ
胃
七
と
の
障
Ａ
や
、
こ
の
五
長

一崎
●
キ
■
一才
ケ
一れ
た
一
〓エ
ル
ア、
一
一」、
荏
！子

克
え
，士
却
壁
工
疋
冷
ス
ト
■
〓
沖

一，
つ
一・
ｈ十
一　
ｉ≡ｉ
す
勺
．

二
、

死
良
略
の
争
害

双
柱
■
卒
士
共
皓
●
叛
と
に
十
「Ｌ
・て
雑
十
Ｔ
，
一十卓
】一一か
つ
た
と
，
た
い、
キ削
一４

三
ｕ
三
十
〓
年
二
月
の
情
珂
司
コ
啓
に

よ
つ
て
工
）知
ら
れ
る
ギ
、
こ
れ
を

一引
ュ
Ｆ
と
■
ｒ
Ｔ
万
よ
，一一丹
一木
・ヽ
■
，
た
汁
ｆ
ｒ
つ
一Ｌ
）
下一ど
一介
晴
に
Ｔ内
―
，チ

↓ほ
ヌ
，一
ハ

ュ
と
と
干
女
宣

こ
ド
、
積
越
■
に
高
心
を
も

「ャ
た
。
し
≡
よ
〓

つ
二
音
止

一品」
ネ一
才
、一イ、十
一一Ｐ
ネ
・ユ，
一“　（」≡）

キ稿
「
■
モ
ホ
↓々
一れ
て
，
二

！
Ｆ
」
い
。
一日語
を
一年
一圭
一一↑
（！
二
千！六
一
千
ｒ
ゴ
煉
」

．一
）
〓
一】々
”■
中
の
一一ｉ
ｒ卜
一卜
、　
！林生
「一キ
ム
、中
‐に
一町
千
！
中
せ
、　
ン
一の
工
】一卜
を
，官

毛
宮
■
一紅
工

４
妾
将
達

。
京
陽
十

「
ギ
■
下
掌
角
万
宇
竹

ｉ
称
々
ヤ
古
峰
一卜
し
る
し
て
十
ろ
．
羅
工
ｋ
楽
所
部
長
布
，林
布
禄
、
表
幅

一を
ｋ
昭
年
こ
と
，ど
玲
吉
違
再
一、　
表
幌
〓
「ｔ
芋
金
”
●
吉
上
“
日
　
一一一訴
堅
に
は
烏
”れ

訂
阜
一有
百
手
に
相
違
な
く
、
捨
達
●
十
戸
一だ
卜
〓
、
こ
●
三
ま
中
が
そ
一置

●
ネ
！
〔
チ
≡
●
下
三
制
講
つ
よ
手
な
つ
で
ヽ
ろ
ぅ
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多
チ
時
の
占
再
聞
見
好
一
．た
州
た
よ

天
祖
与
あ
い
忽
刑
温
持
一た
、
斉
噛
兵
竜
と

二
詰
車
、
侵
事
羊
、
■
ｒ
一

市『
，
二

と
い
テ
，
も
、
一巧
八
か
ら
見
た
こ
の
こ
ろ
の
′〓
一巨
つ
矛
ユ
一の
張
述
で
ネ
■
ヤ

↓一ナ一一一一一一ヤ中・「一ャ一一宇叶＋↓中やお【一中一“一一一ヤ十一】一一，一！

う
一
た
０

工

つ
註

事

に

見

え

ろ

阜

こ

と

」

明

人

の

記

事

の
■

と

，
）
て

・
‐
ル

で

ｔ

在
夕く
一冶

一化
｝Ｌ

キ
、よ
〓
」一
ヰ満

一」

て

よ
）
よ

い

わ
岸
土
Ｌ
≡
一ｒ
一
が

、
　
こ

「

の

日
円
一工
笹
一
裡
内
つ

一■
Ｏ

ｒ
」
ヽ
一ル
一仰

と

ヌ

ル

ハ

「ア
と

の
二
亨
―、
十
一
一と

，
ヽ
【

一一．
一″
一ン
一
！一．

‐‐Ｌ
“
■
紳
崎
切
工
球
の
一ｒ
う
れ
）つ
ヤ
≡
〓内
収
一
一
（
“
山
一ほ
ど
三
た
生
二
工‐
　
十八

一年
‐
会
，
球
一↓
一
一）

・≡

こ

と

で

あ

ろ

が

、

ナ≡
■

■

■

は

一ネ

ル

（
テ

の

宣

二
（
の

再
二

一
で

な
ノ

、

ｉ

モ

一↓

ら
仁

入

に

，よ
つ

ヤ
ｒ
一ナ
一
つ

た

，

ｉ
ｔ
箕
録

症
や
三
十
八
年
四
月
丙
事
の
条
に
は
季
瑞
竜
の
書
啓
十
”
一
一

去
三
月
十
三
Ｅ
未
明
、
急
威
孝
三
八
几
千
、　
一
斉
開
！転
　
　
一≡
”
こ

商
賄
江
〓

Ｌ
ぁ

●
、

急
蚊

は
前

と

の

可
く
、
そ

刊
温

す

た
わ
ち
烏
と

が

で
■

ち
（！　
ｉ
一

一■
イ
ド
一■
■
古
・年
一南
一督
二
十

三
、　
京
工
ご

ろ
か
ら

こ
の
万
百

に
事
千
十
■
方■
ｔ
い

Ｌ

て

い
た

が
、　
■
キ

の
↓軍
モ
壮

た
、

ユ
長

千

ｆ
〓

を
ヌ

ル

（
チ
に
お
∵
と
！

キー

た
■
、

工
●

詰

干
後

、
技

た
れ

イ
・
こ
ら
方

面

に
■

出

≡
計

一一工

■

モ

■

一！
，
）
，
中叱
耳
十
■
ニ
ヤ
ち

布
占

呑

が
二
．一す

み
ら
と
間

に
来

つ

た
こ
■
一■
、

と

■
算
録

だ
汁

つ
何
年

匹
一九
工

午

の
先

勾
北

兵
貨
金

宗
得

の
状

ｒ

Ｆ

に

一≡

≡

拭

に

、

店

京

洋

児

部

奮

■

斗

・
下
【と

将

介

来

≡

目

、

〓

舌
ネ

一

ュ雪
声
矢
住
十
退
Ｚ
計
、
共
三
質
妻
出
来
、
及
土
草
得
利
子
夜
、
安
亦

亨
「頂
、　
ホ久
十一コ≡
占
ｆ
Ｘ
準
一↓☆
，孔
十呵
一九
、　
狩
一一一一坦
出
六
（と
左
刊
不
可
一、　
計
一桁
的眸
ｕ

百
〓
映
天
三
「
」一真
穴
、　
冥
一ヽ告
清
一歩
有
一百
余
・電
子
桂
』事
ネ
手
一付
一丙
　
工
一当
一

■
を
い，
旬
前
更
来
、
則
ギ
」秋
設
乏
熟
、
↓保
兵
官
■
、
侵
伐
朝
停
地
方

氏
・〓
革
や
キ一
嫌
弾
、
封
一以
蕩
預
云
。

と
一！
ぞ
）
Ｌ
に
よ
つ
イ
≡
■
つ
■
、　
ど
ら
に
こ
つ
キ
、
人
匠
●
計
「さ
え
よ
）■

ｊ■
た
こ
と
が
知
ら
―‐
る
。
」
Ｌ
≡
件
・乙
加
退

こ
も
ヨ
さ
れ
、
直
涼
虫
の
と

一内
内
一
一‐す…ｆ
ｉ
ｒ一Ｊ十↓
一十
一
．，一
つ
一」
ナ
一い
・　
．　
′貫
吉
」
う
中張
一！
（う
〓ば
、　
一『ｉド
■
卜
泡
の
■

一ｒ
イ
一一ュ
”
【・十一
と
一〓
″≡
●
■
ヤ」
い
一生
赴
抗
↓
と
ｒ
】つ
…
ｔ
　
，て
れ
「ゆ
■ｔ、　
一伸
」』
十↑

ほ
≡
ヽ
よ

一
時
、
キ
■
に
片
ろ
工
〓
と
し
ヤ
．も
、
■
十
↓こ
レ
エ
「！と
に
■
カ

た
め
，

こど
生
．

三
，
た
ら
た
汗
ｒ
以
下
、
す
な
わ
ち
，
源
、
主
典
二
長
の
■
（頂
は
、　
お

お
オ
，云

瓦
■
吟
Ｉ

呼
ば
れ
）皇
ギ
■
車、
冗
真
竹
ｉ岳
一一ち

て
不
工
一」れ
つ
た

こ
ン
に

、
ほ
れ
虫
栞
つ
こ
と
で
よ
一
つ
た

が
　
Ｉ
よ
吟

こ
■
長
吟
を
両

や

一ｊ
、　
≡
≡・
一一い
〓
一つ
すＬ
十さ
一一，
キ，
ボ　
十‐一点
≡
十帆
十
ど
っ
一一卜
一＞
一
一な
う
一」。

二・一中一中一！一い一中中中≡一「中」十十一一ヤヤ市一一一中】一！中中一的“一一■ニニーボを「ケｆひ

一　
一月
、　
ビヽ
一一
十“
一は
・Ａ
同月
す
一）を
，に
，よ
４
‐‐「に
の
一，
卜
一・一
ヤケ「十〈
二
一」一
―
一、　
■
【市＝
「中に

■
年
乳
忙
，一■
■
揮
宗
十
≡
一
ネ
れ
一
・
　
二
■
卜
」中屯
「
「
の
■
ｉ
一
に
】
ご
う
■
一
う
一
・、
「一
一一只

≡Ｆ
「夕
の
〓一一二
一ｆ
り
で
，ど
，
】

ヌ
ル
（　
≡一　
中（
ナ
一
，〓
高
い、　
二
一つ
十万
下
一，ど
」
一ぜ
「い
〓
，一レト一二
十
漁
、　
こ
”れ
ｒ一「
稚一
，Ａ

一う
一有
一
，
〕才「二
〓一っ
十
一‐ｒ　
イヽ一　
こ
‐」
一！）・　
７
）うか
，
し，小
・４，
仰一
一ト
エ台
ｉ！　
一一
キい・一十
一Ｌ
、　
一一
一

■
を
工
■

一土

（〓
二
十
′ｉ
、生
‐
一ｆ
「・［甲
■
●
情
辺
可
一■
に

，
い中
一市
「算
「
た
号
「↓■
だ
町
一一
ｒ
■
■
肯
析
恥
月
一」
す
，「
”ギ
よ
、　
！
一古
Ｈ
門
‐‐‐
一主
■
、

〓
於
何
叱
耳
柱
■
斉
天
、
号
車
井
京
丁
飛
軍
点
問
、
■
Ｎ
〓
～
子
ど

■
夕
ｒ
「
刊

ュ

車

拝

を
宝

え

し

，

た

烏

を

■

長

有

〓

キ

の
、

技

牛

告

天

●

■
ャ手

ｒ

必

す

■

ヌ

「ル

（
手

と

の
一言
！戦
．に

一
、た

，
一
て

モ

■

つ

た
ろ

う

．

・も

と

よ

，

朝

■

に

対

し

て

よ

、

答

身

に

仁

着

の
手

ナ
・●

ろ

≡

十
ケ　

ｆ
干

一

〓
■
丁

一ど
■

（
卜
欣
車
跡
）
十
一日
存
十
に
、

一
！

よ
（
十結
Ｌ
Ｉ

〒

阜
一
千
〒

ｆ
」

忽

弦

大

十一一一
来

巨

県
一坂

諸

処

港

部

、

検

を
単

大
蕩

二
馳
報
せ
し
め
■
】
早
す
に
い
坂
に
問
じ
て
、、
革
存
の
市
り
旧
技
≡！……
で
、

〓
直
よ
こ
と
）官
ョ
・
域
と
呼
た
だ
「）

こ
の
こ
ろ
死
■
吟
つ
と
と
と
な
一′

十
」
い

↑
ｆ

▼
４
は

吉
〓

三
二

Ｔ

一・↑
十〓
八
日
一
〒
二
木
、　
宮
一口
一
の
ヤ向

に

ヽ
い
た
写
言
ヂ
手
一年
十

一
工
４
Ｆ
一
て
Ｆ
差
・江
百
一一柄
工
乏
筒

百
こ
、　
而
チ
主
４
上
百
よ
天

と
い
い
、
〓
つ
月
Ｈ
技
何
と
り
門
に
は
、
特
追
宮
亭
疾
が

官

工
二

一
ｆ
ヨ
一
こ
簡
中、　
市

一す

一ス
エ抑
寸
〓

（
中

）

二
い
つ
イ
一
！
年
一予
Ｌ
昂
う
チ
カ
は
こ
う
子

面々
に
ま
で
及
た
だ
の
で
あ
ｉ
≡

≡
こ

に

〓
一
（ン
て

メ

ル

（
■

も
黙

ｆ
【
Ｌ

仁
一ェ
ス

ま

づ

一壁
一源

～

使

に

停
〓
と

」

一

十
ｉ

▼て
の
言
中
由

Ｔ
に
一

我
是
京
吉
モ
亡
、
事
作

〓
画
．
工
良
吟
則
日
化
子
事
存
、
忽
ｉ
引
■

ぶ
【
攻
、
範
宮
品
一、
作
百
一唇
生
、
而
朝
鮮
帰
順
者
す
、
没
抹
無
忌
、

事

〓
Ａ
や．汽

ま
い

一
抑

）

つ
可
さ
あ

↓ン
た

と
‐、
）■
，
こ

ｉ
は
烏
〓

市

と
り
よ
一対
の
「

斥

才
≡
≡
，
わ
一

‐・て
、
■

後

つ
存
〓

で

つ
対

■

≡
一彗

一一あ

な
い
よ
う

に
と

つ
正
■

■

，
一

ど
れ

た
ら
ネ
す
す
？
（ち

な

，
こ
の
時

、

使

は

文
書

十
一ヽ

■

え

た

卓
ネ

エ

ｉ

に
↓と
言
三
！
打
さ
れ
て
あ

つ
た
と

い
】１
、コ　
ズ
直

三

と
称
す

る

か
ヽ

●
≡
≡

，

，

、

先

市
■

デ

一卜

【

〓
直

十

よ
】Ｈ

属

七

し

い
一す

に

は

Ｌ

ま

れ

な

く

な

（ン

千
十
わ
「リ
ィ
一ヽ
為
■
つ
●

Ｌ
や
一一
〓れ

ｒｉ一
ヤ
十
ｆ
，
付
一
一
つ

一方
市
，
ネ
一
の
一≡
！値

は
■
，
十

しよ
ｈ
ッ
千
す
さ
れ

ｆ
卓
い

，、十
ｕ

工
“
一■
よ
一
一十

四

丁
年
■
と
一↓中京

の
成
ｉ
一一ギ
一
■
使
手
持
．発
つ
党
と
に
ｔ

巨
■
■
，十零
干
，為
、
自
一■
十
以
末
、
設
世

一
部
於
百
峰
耳

一幅

こ

千
一

・Ｆ

‐‐十
一■
一、　
申
一十や
己
ェ
Ｐ
、　
上
十一心
丁
■
「ュ
一
中

，
一
い
■
ン‐
．　
〓一
た
市」〓
一
・と
の
一担
沸
一̈
に
，千
一
に
ちヽ

里
市
「
打
〓
南
ヰ流

・，ｆｉ！一一開
４
卜
ｎ
Ｔ
女
古
！」
に

，
正

官
和
■
‐キ
一９
手
持
発
の
和
一啓
に
は
、　
つ
づ
け
て

■
文
手
脅
よ
下
落
芋
、
歓
ｒ
に
近
之
胡
【
持
・於
己
。
江
外
語
市
．積
古

於
を
，ず
こ
に
強
、
無
不
兵
附
Ｆ
老
缶
、
士
去
冬
以
後
、
投
入
捨
一上
井

を
一、
■
筆
己
多
、
一に
止
後
元
当
室
風
争
市
芹
え
胡
挙
を
実
非
魚
引
乏
比

Ｌ
ぃ
ぃ
、　
ェ
一一
（
一
の
「峡
一
告
打【は
際
，つ
て
、

一士
前
一」
一回
―！．「の
〓
一Ｈ
、
す
ご
卜は

Ｐ
リ
ワ
，
フ
ゴ
計
卓
甘

こ
れ
に
技
ビ
４
）

ど
エ
ス
ル女
≡
丁
〔■
〓
士
ネ
城
に
「
一つ
■
〓ｃ
ｒ
ｆ
一ほ
前
■
一
の
知
て
、
年
】軍
″

う
攻
函
■
≡
一～
、
主
主
策
移
特
お

う
”ボ
・！〔ヤ庁
声

一″
ヌ
≡
ノ、
十
に
主
ｔ
こ

…
た
め
ｒ
ホ
し、
た
０
で
、
こ
の
這
任
で
は
ま
づ
こ
こ
を
〓
標
と
Ｌ
た
の
モ

キコ
食
】
一一
●
一ド
壬
ｋ
キ

ツヽ
ュ
ル
ガ
チ
、
一
合
ｆ
ｆ
エ
イ

エ
！ス

次
昇
す
・イ
ン

一、　
ラン
、　

　
ヤ
咋一
す
ず
！
ｒ
」
，
　
ィ
　
ヨ
一　
ラ
ン
一Ｆ
一ン
、　
　
一ン
　
ル
十
ｒ
力
一ン
ネ
Ｌ
↓ぬ
一
つ
　
一
一
ン」
レ
こ
，
は
一市
」珊
前
一一兵

体

に

一見

，
ｆ
ｉ

こ
の
い
、　
一〓
ヽ
■
枚
ザ
よ
≡
■
■
十
一は
城
鎮

よ
の
一｛

「々子
いし
た
が
、　
こ
れ

一に
ェ
，
キ
」
，
■
」
十ふ
　
一
，
打
十
可
士去
に
一に
つ
ｆ
た
よ
〕
の
工４
】円
一人
ネ
・、

一
（
す
一
⌒キ
叩
）
　
。　
十
「
ヤド
　
・
十
ｈ
「
］
、
汁
士
一一口
い　
一　
一一一
一
一
方
は
向川
中一
夕
、　
一所
′，十‐一
甫
小前↓
注
併

一一
！■
一、　
一，ｒ
一”
一
，ｉ
い、　
す
一∴
”一た
経
に
、　
■
〓
市
ｒ
一■
立
Ｐ
ｘ
丁
〓
、　
出
一一一午
一ネ
「
一抱

主
こ
と
Ｈ
コ一に
十一
一
」
承
丁
一末
羊
は
折

■ヽ
一年
一

__ Rtl _
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r二 ,|

f)▼  ちヽ
，
こ
一
め
つ

一
一
′
一
し、（一お
，丁
　
ふ
，
一
す
に

貫
吉
」
日
ご
工
つ
一
【
植
“
十
一
も

サつ
、　
■
ネ
た

す古
イ
一
す
〓
ｆ

ゎ
ち

フ

ル

″
打

工
，
ベ

イ
】
を
連

れ
ま

る

ヤ決

き

を
出
ゴ
う

か
に

■
キ

一
い

るＬ

一宅
生
卜
ｔ
上

】
十
■

に

一
月

しヽ
、　
一市
｝甫
今
（
一棋

う

一
志
同
一
と

≡

≡
Ｌ
子
す
↓
ネ
・
　

三

「・〒
Ｌ

す連
喜
チ
エ
宅
ヌ

ル

（
工
■
・七
■

つ
し

一乾
と

一ヽ方

一穴
蔀
音
汽
宙
日
、　
十八
千
主
電
顧

↓基
】自
一」
土
ど
、　
片
＝
一分
３
一与

一、　
言
〓
」

里
ゴ
・

な
彊
項
相
連
、
従
前
ｆ
ｆ
、
体
運
人
来
止
、
刈
我
乃
刷
違
、
十
二
人

入
体
境
、
判
な
乃
運
送
、
少
無
嫌
怨
、
表
以
れ
好
。
今
者
■
や
■
≡
一

者
、
ｆ
一三
三
高
略
〓
ブ一そ
、
直
云
兵
域
、
市
我
目
を
韮
≡
共
　
草
工

・

美
安

・
賓
涼
等
装
、
系
瑞
波
江
設
宏
人
書
、
北
主
竹
ヱ
号
十
、
Ｌ
走

おい孝車い一中．中一市中却ば一中↓中”い一お一お一い一一一↓

回
、
以
安
佼
丈
要
す
云
々

と

い

わ

し

め

よ

う

と

●

信

迪

罰
「
●

意

甲
ギ

・あ

つ
た

　

≡
デ

ト
に

冗

長

ｔ

Ｌ

一

■
■
ネ

死
炊
吟
と
い
わ
ず
、
落
胡
り
所
Ｆ
荏
千
≡主
■
す
る
も

の
で
〓
１
”

ャ　
、
　
▼ハ
ル

（
ヤす
ら
一
や
す

ナ
ｒ

一
ろ

ン

，
こ
一
を
ア
、
一及
キ
年
ヽ
六
一
）●
．

ヌ

ル

ハ
キ
ツ
よ

〓
一
”

こ
瑞
瑚
〔
・
所

右
コを
一は

，
お
ｈ

な

か

つ

一■
一〓

一乾
体
〓
！
十

ｔ

ｔ

要

克

た
。

■

に

真

録

の

同

月

皮

子

つ
士

兵

・促

卒

子

言

の

地

子

に

Ｉ

を

財
芽

白

一五
長

、

一店

宗

過

〓

　

　

一里

片
過

間

里

一
焦

〓

、

文

三

十

ｆ

坂

、

村

民

大

事

持

馬

一
匹

同

坂

中

、

★
一
上

為

，
一兵

所

一始

、

Ａ

十
■

一
十

孜

〓

、

以

ス
）打

ｒ

乏

…
‐
ｉ
ネ

攻

止

れ

言

、

但

云

、

Ｌ

干
草
（技

、

不

た
■

一

一仕

一荏

当

行
Ь

′
ｒ
っ
つ

イ
、
　
】一
の
十
ユ

ユ
ニロ
十迪

つ
，奔

・ど
「
■
わ
イ
・
ト

エ
≡
」
と

，
■
現
ふ
≡
■

≡
ｆ

・十
．

い

】
勾
．

こ
の
民
す
と
定
の
帰
搭
、
ン
ェ
ル
ガ
イＦ
小あ
ャ再
杖
一ｉ
ユ
再
●
愛
撃
を
受

一声
■
）
鳥
■
一母
り
章
も
し
く
よ
門
丘
ら
一球
と
ホ
ｔ
ら
■
る
も
つ
で
、
も
と

ま
っ
↓メ
ル
（
■
方
の
大
傍
ｒ
・終
つ
■
一．

宣
ｔ
修
下
実
キ

荘
コ
‐二
■
、
こ
の
戦
の
こ
え
を
四
十

〓
＋

〓月
の
た
に

す
サ
一
つ

し一手
川
一骨
宙
３
〓
一乙
可
】示
与
急
Ｈ
浸
大
戦
！於
拒
頬
鳥
お
た
、　
六
正
セ
。

こ
‐一　
‐イ、　
、　　イトネ
，．

息
利
温
六
取
、
尽
実
毒
戒
牛
馬
而
走
、
そ
年
又
行
一宝
源
五
外
市
長
。

一を
敗
・比
芸
施
一日
「為
チ
ｒ
ｉ
ヽ
、　
刊
一■
！拡
≡
一れ
、
一
〓
山
一成
」現
、　
万
一人
生
小人
一

と
上
、
市
ず
乏
弦
窮
十
Ｔ
一

と
　
、　
≡
ン
．

つ ち〔 ■ カ エ 六   ・ ず、 キ
ドー★ す す ■ , i  f i ナ, ナー ム ● ‐→
十主 +A 手「| ,キ i t itt iと   く に  とと ■  ヽ
t = と主 ! r i  i  t t 士| _ ｀, = 弔i 十1 ■
L■ ム  士 :  ‐  す ,     |  イ 、 '■  'ド  ]'ふ  デ i ■ (

::i::: :::=暑言:
軍下ヽA  l i  r  = 1 有 車者f

存撚 ど' i l よ 群業墨
令宇! たヽ 子 た峯お ギ葛古
tt'tt十1〔  古 |  I R f  浸 二庁イi

声年ヽ T  ) :  i 【ほ イ 作 所 =
→ギ空】暮  す  ｀1 1 尊 女 ら古

善景i 亨 i  五ず; = ド錦
ミ i与ヽキ    ヤ ■  ‐  | 十 ‐   A   ■
1 ■ず ｀  ■  十 七i 笠  =  」 こ
■ .. _ょ   す I   イ

・ 'f lフ    ト `    1サ

善方r  i l  モリェ 憎  元

〓
剥
〓
防
Ｅ
以
上
各
た
、
諸
在
士

尽
≡
士
ま
、
口
ｒ
京
工
下
を
■
■
・

一一
‐・、　
」
上
本
≡
メ
土
す
〓

，一
ｆ
“
つ

て

、　
一
ガ
ｆ
高
！空
一日
の

持
一一，

は

み

イ、は
キ
」卜

、　
二
う

一ヤ
こ

に

よ
！、
　
こ
■
一
す

主
護
す
る
宣
つ
来
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
ｔ
ｔ
必
す
満
消
実
委

一
の
丁
末
年
二
月
の

大
社
≡
均
キ
卓
礼
更
田
員
執

―
バ
将
額
本
部

ｉ
賃
革
東

・
●
南
ド
嗜

一千
、　
ま
一■
十

一
年

、　
十
一一世
一え
一ル
や
岳
≡
一一
“
伸
、　
一車

一可
↓に
一加

・
十̈一
筆
い莉
上
篤
よ
「

■
，一記
一市
〓
ｆ
」
、　
だ
一
人

三
二

一
ｆＴ
一輌
南
早
】

と

み

え

‐，
〓
，二
」
Ｌ

て
ヽ
当
一
り

、　
す＋
差
」
和

一蘇
油
「

Ｏ
ヨ
ュ
Ｓ

∽
↑一，
年
　
十
二
中

下
一
■
「

■
・

わ

と，
▲
一志
一
キ
・
一し
，・≡”
た
，
一
■

店ヽ
′
≡
卜
一ヽ
．

工

ｎ
，キ

■

Ｉ

長

さ
「
の

半

だ

が

移

動

Ｌ

、

九

■
一吟

に

は

■

軒
〓

名

】
↓

十

■

・を

と
す
■
し

ら

れ

た

が

、　
ワ

ル

十
一
の

者
ツ
動

は

ひ

章
・
つ
づ

‐
イ、
イ
と
に

つ
■
上
≡
　
一生

↓一
〓
台
一ネ

．一
在
　
の

珂
一
Ｔ
を
一　
〒
ド月
一内
一取
の

，信
一」
一「
）一ぼ
，に

岸
一

パ
●

和

八

日

以

後

を

５

馳

暮

評

紙

、

刺

告

モ

水

下

〓

拐

掠

子

三

十

ｉ

ｉ
ｔ

ｉ【

よ

●

一ド
流

の
市
一満

Ｌ

枠

の

話

部

一た

の

移

≡到

才

い

い

、
　

つ
バ

，
！

を

す

一一Ｈ
十

一
≡

尽

，■

、

高

こ

三

安

環

一む
う

、

れ

一ょ

坪

萩

、

す
〓
ｆ
…
！叫
十
一■
一

こ
状
、
一↑
一
市
足
、
」に
土
春
顧
、
情
所
一必
三
、
市
■
一注
と
す
十
〓
「
一

琉
！
有
、　
一仕
一
，
一在
ドを
、
　
ホ
・百
一一
ヽ
左
ム

■
い

い
、　
ア

ル
カ

う

移

動

【

土

制

的

て

≡
，
つ
た

こ

と

な

二
ｉ
ャ
、　

〓

た

・　
一

・予
「財

の

事
一
■
一
■

モ
一引
護
以

ゴ
己
扶

類
、
有
一虻
転

子

と
挙

一ァ
イ
、

ヌ

ル

（
■

つ
ナ
直
枝

合

が

夏
占
だ

と
Ｌ

て

い

る
こ

〓

三

二
十

ル
■
●
誇
Ｊ
吉
〓
↓
工
■
、
↑
ト
ア
手
す
０
近
く
に
■
一
■
一、

工一和ヽ

■
一

一
部
〓
］々
を

汁
■
・，
一つ

で

ス
！
？
）

光
た
言
臣
五
一一
？
■
生
往
獣々
一
軌
）
四
月
二
十

一
「
う
条
ｒ
附
試
す
ろ

「Ｈ
半十
に
，
一

存
一！≡
Ｔ
）一本
（卜
は
一車
致
）
闇
■
”十
津
令
一ェ
上
〓
棋
、
ふ
一
Ｐ
一ド
作、
！ぃ
一、　
】ゃ
〔
去
押

掠
、
工
攻
お
銭
耳
落
、
ス
将
江
辺
胡
八
移
〓
自
頭

」Ｌ…
底
、
エ
ル
勢
聯

搭
．
上
午
を
高
、
攻
倉
工
移
と
外
ず
、
移
琶
建
州
常
域
中
．

＞
ｒ
，
■う
一
生
手
た
は
、　
一十千
し
ノ
、
こ
〔！
戸
一レ
」」ど
す
工
‐▼
Ｌ
卜
）つ
こ

同
■

モ
ｆ
〓
叫
十十
一
一月
十
■
「，あ

年
に
よ
、
北
ネ
十一”〓
事
二

つ
施
設

を
つ
一
！

ｆ
一宮
兵
馬
万
こ
水
下
、
攻
強
詩
事
去

と
い
う
【）
こ
れ
よ
威
境
野
司
張
賄
ら
解
■
で
■

！―ヒ
転
言
得
利
門
居
乏
後
、
咸
一有
延
東
詩
ｆ
、
上
年
高
尽
数
洋
双
、
得

　

・

持
Ｌ
（五

六
千
、
作
為
腹
心
ア
貨
。
本
ス
■
軍
遠
米
、
懸
入
勢
千
呈
乏
　
，一

外
、
所
忽
温
等
首
不
致
寮
望
　
　
　
一副
行
と
交
近
攻
之
付
、
只
畝
毒
　
　
・

引
、
淳
上
詰
部
質

一
介
桟
荘
一、
暫
行
瑞
一黙
、
而
放
；
均
以
二
威
、
文

れ
安
〓
、
得
〓
と
数
、
と
与
洋
説
同
、
文
ま
過
こ
、
ヨ
■
某
京
三
北

ホ
・一一′十
ｒ
、　
半ヽ十‐ナ丁
甲
丁〓
＝
一伺

Ｌ
い
う
手
た
生
一≡
宅

こ
”
年
、
消
汎
長
録
車
に
よ
れ
Ｆ
、
★
社
は
ア
ル

ガ
ン
ｒ
キ
じ
ヤ
≡東
洋
寓
実
ギ
所
属
の
”
支
持
丁
征
せ
し
，
、
Ａ
吉
二
千
を

反
て
モ
一
た
と
い
う
。
奮
長
事
は
ワ
ル
方
寸
上
〓
正
す
一
き
だ
が
、
そ
れ

に
と
よ
Ｌ
・く
、
千
”古
川
の
二
一↓巧
ス
ク
出
Ｔれ
に
す
一で
不
丁
〕遠
征
生
り
つ一
れ

た好
る
手
下
・（
一二
巳
内
〓
イ
は
、　
空
■
（
”
十打
目
〓
Ａ
ｉｒｉ■
〓
ｉ
ｌ
た
う
十
ｆ
や
る
≡　
一年
た
し

高
円
土
ヨ
〔
一一
官
”不
し
，
よ

・
一
〔
ｖ一′
を
十
一
一
日
力
分
，
一一・一一一こ
千
こ

・
ャ
イ
」
〓
Ａ
Ｌ
一
）
行
３

★
■
と
，
攻
書
於
開
一日
宮
、
「
或
祥
一，
三
覇
略
奇
末
、
皆
語
所
属
、

千
八
戒
岸
十
、
可
信
論
査
与
．
於
是
明
【
Ｆ
帝
道
ｉ
話
執
祥
日
、　
査
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工‐
▲下
一百　一鳴ル
ウこ≡

と
い
テ
亨
真
は
、
班

・
軒
岸
ら
え
料
に
は
見
え
夜
し、
．
士
ふ
二
い登
Ｆ
ゴ
一■
・

一
「
一
中
一
一中
れ
「
キ
一
一
↓
一
庁
一
一
，
中
「
卑
ヤ
≡
十
一
【
一
ル
抑
市

中
一 ．中
十一一
十
一
一
一
．

≡
ら
（一
下
に
帰
卜
を

ア
ニ

商
一ネ≡
≡≡
て
作
〕●

景
た

記
一中亨

一ヽち
る
■
）

・
神
や
一
、
一
ヽ
中
「
！十
一〕
”
わ
一
巾
中
沖
キ
中
ヤ
れ
一
　
ャ】
の
一後
よ
一
清
一科
ｔ
封
車
・■
．

四
、　
死
良
暗
の
刷
還

一訊
節
に
の
べ
た
苅
，く
、
青
の
大
祖
ヌ
ル
（
チ
の
隅
十灰
章
識
は
任
カ
ヤ
車荘
一

く
、
と
く
海
二
に
ま
で
捜
子
の
手
を
つ
べ
、
杖
す
る
と
欲
せ
ぎ
こ

イ
に
，！…ｉ
一

広
ず
、
ナ」れ
を
持
★
な
な
と
〓
の
近
く
に
道
れ
来
つ
た
。
こ
注
■

一
古

一

ら
い
え
ば
、
八
技
草
う
数
■
な
朽
夜
栄
で
も
あ
つ
た
ろ
う
．
し
，
Ｌ
す
一

一ｋ
ら
■一
■
ギ
イ
八
イ一百
Ｔと
い
う
一ギ
】よ
し、　
た
一っ
一サ【↓っ
≡に
相
Ｔ
耳
古
ｉ
　
！ル
ド
ギ
■
十
，
と

ｆ
し
て
浦
，洲
八
岐
の
ヽ
筑
を
た
し
た
ネ
一Ａ
に
は
、
八
枚
制
す
の
■
及
■
■

一■
と
と
も
に
、
一正
末
、
日
京
で
あ
つ
■
ｆ
一と
が
理
由
手
」な
Ｌ
イ
、，
■
丁
〓
≡

丈
宗
の
は

と
な
つ
テ子
も
と
の
一，一井
に
変
化
は
な
く
三
店
一寝
索
↑
■
ｒ
■

■
声
↑、　
峯
一ま
一｝卜
万
百
に
出
★
一れ
、　
や
ギ
イ
≡は
，〓
直
一で
な
て
、
と
，も
、　
工
■
，
一

一一
い
ソ
ン
ダ
ー
ス
、　
ｋ
千宣
．
ン
ゴ
ル
ろ
詰
部
に
も
席
一服
を
す
す
ム
一ろ
■

‐ｌｉｔヤ

］』
↓（」ｉ「一い
た
ｔ

故
に
半
ね
元
年

分
一惑
▼
一一
・ふつ
十
一年
初
に
か
け
て
行
わ
れ
た
年
一
”
●

一■
岸
戦
争
在
、
清
一子
の
一
部
は
わ
ざ
わ
ざ
減
筑
道
を
正
過
し
て
泣
江
上
卜
・

↓
た
が
、
た
」
、
ア
ル
カ
つ
捜
一京
，も
そ
の

一
■
一務
ン
し
て
与
本≡
≡
≡

≡
一

一
い
一一」
・、ト
ト
ヽ
、．

そ

れ

る

み

Ｔ

Ｒ

４
ヽ

一ユ

Ｆ

の

盟

う

中

に

は

、

冗

真

ｔ

（
Ｔ

，

力

）

十

Ｌ

Ｆ
？
々｛
，
一キ
▲
〓
を

一，

≡わ
　
⌒
『
一
】
４
、
　
↓十＝
一
」
）
　

ヤ
」

ヤ
・
い一
・
、
　
十身
ｒ
に
耐
一り

〓
本
来
「
，
↑
ヽ
十
一
一十
一
ヽ
川

う
ｔ．

（
り

，一
キ
一
．

よ
丁
―

十
，

こ

ｉ
■
卜
Ｔ
五
叫
で

よ

■

，ヽ

、

キ
「
片
■
い古
ｉ
●
≡証
一務
，
こ
山，Ｅ

，ヽ

　

古

下
け
―
）て

）
ド
れ

いか
話
！
付
一
■
狂
デ
に

キさ
■
Ｔ
だ
。

十
フ
子

亨

・ヤっ
宗

佑

〓

年

往

愁

一一新
じ

九

月

二

十

六

日

古
あ

注
あ

戸

部

の

朝

稚
年

二

一

●

吉

文

に

ｋ
一

戸

～ユ
・ヽ

一＝

工
十
九
一真
陰
■
人

百
七
よ
一＝
】に
一定
口
只
ｒ

日
、　
た
！
哀
甲
！中
４
中
、　
】と
八

日

仁
こ
頼
た
、
但
台
内
所
云
、
稚
得
随
と
、
は
次
一押
と
年
畜
、
似
百
立

廷
と
き
、　
扶
ヽ
不
可
、
と
質
工
加
ま
ま
、
全
れ
解
送
、
大
九
事
ｉ
、

玉

了

「れ

心

亦

高
一安

の

信
キ
■

ド
玲

記

（）
・
工
向
ｔ
ｉ

「・

ッ
た

＝
，
Ａ
〓

ャ
＝
十
，
Ｌ

つ

た

品
将
Ｔ
ｒ
ｉ
・

Ａ
特

の

一村

一
ｉ
ｔ
十一
に
、

「
■
ド
７．‐‐‐刊
い
一
一小
土
一
■

す」
中

十

せ
坦
丁

ろ

！古
「円
は

、　
一

”

丁
全
い
つ

吾

旬

十
Ｆ

一
声

め

上

て

て

い

る

つ

で

あ

る
Ｌ

す

■

う

執

拝

に
帰

一化

し

た

●

を

河

化

と

‐
イ、
多

ぶ

、

こ

れ

の

刊

工

ｉ

・要

・求

〓
，
た

，
一ヽ
一
い　
丁
一
ナ
一　
〓
〕」
、
　
一
庁
汚
け
４
よ
計
十上
コ
「一
十
十
（
一．〓族

〓
北
）
，■
〓
月

打
Ｔ
京

戸白
　
（］

」十
一

こ

、

河
」～
川
当
切
，Ｔ
八
乏
時
、
と
も
成
ぞ
、
身
童
於
キ
直
、
性
需
而
合
、

叫
机
ヤ４
小
寸
二

門
両
芝
所
送
、
告
足
六
宮
、
キ
れ
ぞ
二

Ｌ
あヽ
つ
工
、
序
”ヤ
に
た
Ｉ
真
一庁
よ
戸
箸
を
し
，
ボ
れ
ば
す
ぐ

ち一
か

る
一
つ

に

、

「
岩
一ギ
し

た
一ど
・ぃ・■
少

い

と

て

、　
こ

れ

ま

た

■
」
ら
一れ

て

い
え
≡

Ｌ
′」
て

お

い

る
。
こ
卜
に
対
古
「
杵
側
の
片
十
■

百
■
に
「一月
刊
一本
〓
一可
、　
キ
生
一一市
中十打
、
古
省
月
！
万
（、
ヤ呼
地
中・一一■
一、　
己

・…
チ
！
川

いに
〓
告
に
子
、
忠
必
“
多
、
一九
大
宣
之
口
、
■
尽
拒
末

と
い
・
つ

て

、　
イて
つ
も
ダ
の
ん多

ｒヽ

■

い

一
】
十
一
し
こ
と

も

に
、　
一清
一単
一か
十
（
釘
！
十

ィ
■
つ

モ
片

つ
た

、
　

イ一
‐
マ、

っ

て

ぃ

六
≡

〓

一
ろ

で

は

、

威

荒

平

賓

面

着

万

百

つ

一
工

一

，

置

≡

型

チ

し

て

一
．
れ

い

手

れ

た

つ

だ

と

Ｒ
馬

“

ろ

３

‐ｉ

■

■

一
●
弁

Ｆ

ｋ

Ｔ

〓

！
イ、
れ

ら

れ

な

か

一ッ
千

二
見

え

る

．

弓

彗

！

五

下

生

ａ

一
≧

■

二

月

二

十

七

日

付

の

状

啓

に

は

清

の

大

示

つ

言

こ
Ｌ

ヤ

到
一
Ａ
７
十可
任
い
に
」
一
れ
十八
面
蝉

（
押
）
、
　
一刊
な
牧
干
と
一言
鉦
小
一　
差
十
を
れ
、
　
一工
市
ル
に
■
女
た
十
怪
一

耐
作
　
逃
退
宇
圭
す、
ぉ
ぃ
一一声
静

と
つ

叱

責

十
，し

ろ

し

、

七

日
「「
一
八

首

り

状

一【
ネ

■
ば

ま

た
浩
わ

戸

ゴ

尚

■
，キ
一

Ｆ
ｆ

↑
「

ン
■
′
ル
■
■

）

ｔ
ｔ
，

両

卜に
ｍ
一送

こ

一
車
ス

≡
耳
■
言

こ

、

高

今

以

一
高

老

店

と

よ

、

よ

■
一■

〓
【
、　
中丸

ヨ
４
訊
卜信

乏

Ｆ

ｉ
「

と
ま
め
ら
れ
、
薄
場
に
Ａ
質
と
な
つ
て
い
た
五
世
手
が
、
■
ヤ
Ｔ
・は
車
！

一！
【
上
，帰
た
し
た
子
一を
い
い
、　
こ
れ
は
ほ
と
ヽ
ガ
一青
軍
れ
返
わ
Ｌ
一た
「
十

て
行
つ
た
３
千
・子
を
は
に
ｒ
つ
て
い
る
者
は
拝
八

こ
結
婚
し
て
と
一百
ｉ
ｔ

一々

た

チ
ら

洋

″
―
、
た

）

「

●

●

椅

朱

に

も

向

化

子

孫

刊

と

の

十

ｔ

ｔ

か

↓

一

■
官

え

る

と
、

一た

将

は

、

十

国

の

一哀

え

た

の

ち

十
一羅

　

，
一尚

道

ネ

手

不

千
・

〓
ご

・十

た

●

が

同

化

手

子

ｆ

こ

れ

は

刊

】と
し

な

い
で

よ

‐、
．

太
卦

す
」
■

一

ナ■

■

〓

し

た
者

は

、

言

己

コ

代

で

な

く

イ
、も

刷

送

し

な

庁

■

ｒ

一
一
ヽ

十

一

い
だ

と
い
い
、
オ
己
つ
者
Ｌ
ど
に
、
こ
の
時
こ…，
す
ら
れ
た
バ
‘
上
十
■
∴

■
「
と
し
な
け
れ
だ
な
ら
■ｔ
く
な
つ
た
頭
末
が
、
く
わ
Ｌ
く
！
る
【
≡

ヤ

い
ヤｉ
ｔ
一割
「■

つ

戸

イ沖
●

よ
キ
クト
は

、
　
こ

の
一見

ぼ
一で

、　
こ

の

人
ｒメ

（
ｎ
ｉた
に
■
〓

一

の

イ、
す
｛！
々
．

崇
徳
四
年
五
月
三
百
ｔ
の
と
祖
よ
り
活
の
戸
再
へ
の
格
一斉
，ｒ戸
一、
〓
た

道
七
宮
Ｌ
で
捕
ヤ
．た
■
生
一体
、
啓
呈
□
、
永
キ
ー，！ナモ
一人
、
加
―――
県
で
捕
え

た
存
世
Ｆ

・
ｉ
主
要
　
金
彦
男
●
二
人
、
京
装
〓
州
で
市
え
た
★
春
と
合

キ
ヽ
二
』
よ
一
●

許
半
と

十
一
ま
い
し
、
　
こ

一
，
甲
、　
一二
人
一
は

一
一い▼
一一ｒ
ｃ
れ

一に
よ
〕
中

ギ
ト
ｒ
ｒ
、　
中把

●

騒

Ａ

■

そ

う

ｔ

な

―
イ．
の

十
一
言

べ

と

し

イ
主

士

宅

≡
ｉ
ュ

二

一
許

二

一
工

八

、

み

た

■

年

中
空

京
し

、

宮

に

大
一
れ
、

柿
一
う

一
ヤ

庁
・
‐
―

〓
一り
て

刊

ｒ
．
出

て

十
一

一「ヤ
メ
・一
，
一
一！ヤ
（一「．
イ
．
・”
）（つ
っ

発
甲
京
〓
一Ｚ
Ｗ
ｉ「はフｒｔ
人
頭
一↑
今
ま
で
は
再
一尚
一と
で
、　
一
≡
”
ま
た
〓
ｆ
合
一庁い一円

通
の
担
―――
県
な
つ
て
れ
と
，
こ
れ
法
則
世
の
「
子
一を
税
巧
す
る
よ
吉
資
料

と
な
つ
■ｉ
ム
ャぅ
。
ま
た
笠
彦
男
●
ヤ
≡
吐
帰
，
Ｔ
）て
よ
つ
七
ｔ
い
日

で
あ

り
、
食
十
斤
も
六
代
目
だ
と
い
う
。
女
Ｈ
と
，
キ
ヤよ
り
に
、　
を
し
ろ
札
件

り
忙
＝

十

首

す

≡

≡

丁

」
と

思

う

。

Ｌ

か

Ｌ

こ

一
ギ
れ

‐‐れ

て

な

い

ェ

，，

汁
が

い

えヽ
ｔ
ｒ

ｃ

！有
ギ
≡
は
や
↑

工

十
甘

い

眼

才
え

一
≡
≡

一“，・
つ

十
年

斗〓
Ｒ≡
〓
十
危
・ほ
一判
畑
）
一上
【Ｆ
■
上
一日
■
！
り
十
二
省
り
前
ｒ押
ｆ
王
布
村に
は
再
Ｔ
ヽ
　
硫一

朕
原
■
目
反
衰
不
常
、
百
三
二
子
、
高
千
荏
格
た
よ
市
、
五
良
吟
人

戸
≡
行
記
送
、
逃
亡
千
年
行
科
世
、
ｉ
ｆ
仕
調
不
ま
稽
ポ
、
商
在
不

紀
車

４‐，‐‐一末

転

封

、

一
上

――――
一告

に

行
亨

エ

ネ

一帯
一一曇
吾

父
す

ｉ
”
、　
■

是

前
早
時一
戦

見
商
と
思
試
、
筑
心
白
反
、
〓
乏
一
子
、
卜
必
今
ｔ
た
Ｉ
無
門
兵

す
な
十
ち
朝
汗
に
対
す
る
清
巴
２
金
れ
≡
≡
≡
コ
え
た
勢
条
●
中
に
、

瓦
良
嗜
つ
■
退
の
不
励
行
も
ス
つ
て
い
る
の
ネ
土，
工ぅ
．
モ
Ｌ
一
モ
つ
帯
共

り
不

―‥
！
…

ド

、

四

年

に

三

る

■

■

子

上

次

子

思

ｉ
■

一有

（
こ

の

十

■

）

ｋ

ら

十分

に

〓

共

た
ち

（∵
ｙ
目

（

●

（丁

■

■
一干

さ

れ

ギ
、

〈
ユ
」
、　
■

■

ｉ

気

０

」・‐■

ｉキ
に

一上
一
“手
丁
つ

い町
〓母
千
一一声

すヽ

に

伴
Ｔ
し
イ
一■
ツ、　
一
Ｔ
，

つ
≡
只
ヤ十
■
・ｒ
貫
丈
千
，
た
一娯

白

だ

Ｌ

●

ｔ

新

●

一
軒

が

こ

れ

た

●

〓

≡
＞
ろ

≡

〓
一
府
一一「
≡
ウ
↓‐‐１１
一一
一
心
神
り
の

一
工
引
本
ま
工
と
一不
斗
４１
ヽ
デ
　
一　
つ

（Ｔ
！月
十
一
―
≡
■
一
一キ
‘
を
中
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ろ

つ

は

、

こ

を
生

四

月

也

挙

（
ポ

シ

エ

ッ
ト

た

■

万

百

）

に

米

を
〓

工

耳
一

を
中
―
（
の

肇
十一子
一̈
に

立
ヨ
つ

た
富
十
「！
刊
一
一
、　
こ

≡
一
ネ
．す
Ｔ
ｉ
●

一■
ｆ
一打
一
つ

一
丁
工
一
‐ｉ
Ａｆ

ｒ
一
掌

電
力
′一ヽ二

一
十

‐
〈
，

手
一事
”一し

、　
↓語

れ

に̈

二

一一一
計
ド
に
「
功
士
Ｎ
■
≡ら
ネ
〓
Ｌ
ｌ
ｉ
Ａ
一

た

の
二
十
あ

】つ
こ

と

一か
判
中頭
（
し

た

。
　
一
≡
」
で

と
巾
曰
一
の

声
′コ
叫
に
こ

の
■
”、
　
…
．ｉｔ

ｔ
ｔ
，
・〓
す
る
と
、
即
日
、
電
客
が
あ

つ
て
、
三
十
七

を
子
諏

べ
た
と
　
一工、′

六
を

は
キ
人
だ
が
、
十
四
″

ヤて

冗
良
合

の
朝
鮮

に
進
入
し
た
も

リ
ギ
　

て

た
も

″
五

処

〈
帰

ハン
イ
来ヽ

ヤ
ボ

た
Ｑ
た
、
と
い
ｆ

Ｌ
二
一仕

造

三

十

１
，

た
。

ヽ
と
も
と
少
数

勾
女
直
よ
り
兵

つ
た
清
軸
”が
、

い
〓
な
お
『
Ｅ
Ｌ

対
一

☆

中
一
・は
ふ
り
、
八
技

の
場
死
者
も
見
ら

れ
る
の
だ
か
ら
、

二
十
■
〓
よ
一

と
も
い
え
る
が
、
冗
良
吟
・
（
ア
ル
カ
）
が
一臣
＝
一★
高
丁
エ
チ
エ
同
十
三

・！〓
ャ

た

●
と
，
も
ユ
明
す
る
の
て
は

な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
朝
存

に
と

つ
て
全
く
当
惑
さ
せ
る
こ
の
コ
還
も
坪
消
ギ

る
モ
対

す
ダ
メ
‐イ、
に
や

つ
て
来
た
。
世
札
真
折

唯

順
治
元
年

た
験

翌
ぜ

門
百
十
■
々

う
午

た一詢
朝
祥
国
Ｔ
一■
体
ヨ
、
東
Ｌ
工
！知
確
―
（
員
、
“
南
持
卓
一一経
事
北
≡
一、

呈
考
念
在
商
頼
祥
、
与
在
衣
一日
拓
其
、
一介
止
停
兵
祭
芹
、と
共
卜
，
，、

今
は
■
体
ニ
キ
ャ壬
志
、
兵
奈
字
ス
氏
、
よ
行
十
上
。

こ

”
一料
キ
刑
い浄
ヨ
九

■ヽ
】つ
。　
ｒ〓
〓
小
の

】退
序百

と

‐
）
ヤＬ
ワ

ル

キ
一
の

印
加一ギ
ヽ
か

水ヽ

イ
〈
！

声
ｒ

」ど

す
た

た

の

で

あヽ

る

。

・ヽ

工

中

狩

か

ら

い

つ

て

も

渚

ど

の

■
一
つ

て

い

・
■
一

（
一
た

な

―

し

、
　

Ｅ
一■

高

に

ス

，

、

二

十

Ｈ

後

に

北

京

域

千
二

】炉

十

七

と
キ

「

と
し

ヤ

、
　
■

た

りヽ

心

の

こ

ｈ

は

な

か

つ

た

ろ

う

，

狂

ｉ

子

つ

摂

よ

う

す

れ

ば

、

こ

の

デ

十

■

の

刷

退

な

ら

び

に

ｉ

れ

に

土

工

つ
成

北

ｉ

つ

の

天
吉

動

は

、

久

し

く

下
声

の
地

で

あ

つ
た

皮

北

★

〓

４

に

問

島

ｎ
ャ
批

を
、

Ｉ
字

可

に

，
重

人ヽ

の

地

と

し

た

。

芹

Ａ

に

す
■

”学

長

め

、

■
ど

す

―
，
●

豆

満

た

が

拝

――ｌｔ

の

国

境

と

な

つ
た

。

し

か

―
一
出

阜
！ヤヽ

票

八

て

あ

る

。

拝

人

は

こ

こ

に

も
入

つ

て

勤

地

に

そ

の

野

を
村

マ

ト

十

３

ト

〓
二
ｔ
〓

尚

ユ

は

………
共

の

朝

鮮

↓攻

自

治

区

ル
一
な

つ

ヤ
≡
…、
ス
Ｌ

」十
一
つ

ち

ナ

レ
」
な

っ
た

幹

対

■

し

ろ

し

て

見

た
。

一王ぶ

（
１
）

こ

れ

，

つ

い

て

い
汁

国

と

石

≡

件

十

「
朝

空

歴

史

■

■

」
、
押
一内

宏

，

■

「
件

和

の

文

十

境

上

女

主

＞

の
関

係

一一満

鮮

姉
一
堅

荏
↓
〓

干

党

一計

十

、　
工

、

四

、　
■

、

七

）
」
等

、
く

わ
し

い

研

ぞ
ギ
■
一
る

が

、

一打

Ｈ

活

ｆ
Ｌ

「
野

コ

の

流

洲

経

時

各
＋

一
■

研

克

活

抑

持

ド

一
は

こ

↓！

ら

の

耳

を

ユ

少

、

一訂

工

Ｌ

て

い
あ
Ｌ

（
２

）

ま

た

工

子

、

す

ム
■

Ｆ

一
と

も

見

，
一
る

．

↑
ｎ
）

判́

所

清

■

土

一
，
有

い
う

抗

洲

た

降

一卜
」

（
４

）
　

一村

コ

け
け
士

十
山
一右
一市
一
〓

イ
≡
は

工

よ

浩
・一
の

つヽ
ニ
ソ
岳

主
一
は

朴
＝
甘

に

ホ
）
と

，
て
ヽ
０
ユ
■

キ
ヽ
あ

り

、　
百

楽

も

こ

れ

と
問

た
一
、
高

児

看

は

〇
いる
（ま

】

と
す

▼勺

（
東

十Ｌ

児

打
十

一
市

対

病

三

十

七
耳

）

が

、

市

■

は

市
・初

に

庁

一校

し

た
イ

六

布

ネ
一氏

ｒ

ろ

り

、

門
一千

は
浦
巾
湖
！一贅

■

●

十距

獅

草
品

一

て
、　
こ
れ
ま
た
■
Ｗ
、
丹
■
利
に
■
い
ら
れ
て
来
帰
Ｌ
た
）
こ
れ
十

【う

が

定

月

′〓

正

一
ど

！

０
「

軸

の

内

部

に

容

易

に

融

合

し

すＬ
い

ス
）
点

か

～ヽ
、
　
′ｒ、タ
イ
ヽ
上

ｆ
ヽ
一
‐
十
五
」
「に
た
い
よ

Ｌ

一一よ
一日
〓
一
王
一
は

いヽ
品
≡
‐ぅ
れ

ｉな

い

”

一ど

は

■

‐ア、

■

）
社

吉
一
「
判

■

市

和

●

好

人

す

直

ｒ

一′

一
て

一
東

一キ
一一一
と
秋
市］
一　
ノ

一
ご

」

（チ
〓
Ъ

（
５
）
　

▲

兵
妥

地

国

に

は

技

夷

ぶ
一
の

対

岸

に

浮
）伴
十年

が

記

さ

れ

▼
、
い

る

（
６
）

・五

宗

実

録

と

二

王

一
、　

二

千

二

年

十

一
月
十卜電

子

の

牟

．

（
７
一一
　

■

籍

兵

覧

本

。

（
Ｓ
）

満

洲

巨

見

地

型

年

二

き

「
活

和

の

再

域

」

（
９

）

宣

在

実

録

き

ス

七

、

宣

社

三

十

年

四

月

壬

成

の

情

辺

高

啓

こ

差

７生
ユ

赤

土
ヤ　

　

エ

可

干
”
子

発

三
十、　
而

舌

近

と

い

ｔ、
、　

こ

う

克

亨

一小

こ
Ｉ

両

示

と

が

同

人

で

あ

る

こ

と

も

疑

な

い
ｃ

（”

）

満

祥

地

室

歴

見

研

究

談

≡

第

四

本

一
岸

初

の

東

北

生

生

命
・．
）
　

一〓

工
の

一性
姉
」
ほ

一
上
類
〓
★
単
士
ど

十　
一
一
〔
）
の

ュ
・
の

一
刊
住
Ｌ
早
の

一ヽ

す
一
●

記

事

に

見

え

、

旧

卦
百

、

に

支

出

よ

り

に

ほ

司

ビ

芭
荏

う

今

”

三

虫

、

す

な

わ

ち

一兵

良

“荘

に

当
一
る

こ

と
は

妻
■

ン
な

い
。

（Ｅ

）

宝

在

一呑

智

を

一
三

ア
、

三

千
三

年

六

月

≡

Ｌ

、

手

盲

本

）

（算

）

甲
一、

き

一
一
一
を
、

同

年

七

一月
女

千
、

備

Ｅ

吉

ネ
【
に

は

、　
老

！れ
れ

昨

老

香

と

あ

つ

て
、

以

下

に

は

ヌ

ル

ハ

手

に

そ

の

半
一二

ど
奇

ず

る

宮

所

が

見

え

る
。

）

高

、

一石

一
八

王

、

一千

一

八

年

三

月

丙

キ

う

慌

河
一
「

啓

．

）

同

、

本

一
Ａ

ｔ
、

三

十

八

年

二

月

乙

末

の

手

っ

）

両

、

き

一

孔
三

、

同

年

十

一
ガ

丁

夏

の

条

。

）

同

、

を

一
九

ｎ
十、

一円

生

八

月

一す

丁
の

平

安

兵

伎

テ

イ充

■

ｆ

ｉ

一

に

を

置

与

を

温

汚
〓信

、

今

春

忽

温

完

売

国

人

物

Ｔ

を

域

と

多

云

■
・

●

一直
一研

が

宮英
二
た
ろ
ぅ

ビ］
、　
一〓
　
十　
一（
〒
一≡

一同
、　
」な
一
一
●

・‐、
、　
刃
」
―
生
二
Ｔ
月
己

ア
一を
４
，

満

洲
実

録
き

〓
、

丁

千
年

の
牟
．

宜
程
実

録
春

二
●

九
、　
四
十
定
圭
一
月
甲

】
‐
ら
至
・皆
発

”
中】
≡
ｒ

モ
ほ
将
却
称

≡
≡

三
人
、

高

二
人
到

父
子

云

こ
ｈ

と

が
、　
ン

一
ル

ガ

チ

と

す

ニ
イ

エ

ン

と

に

の

ち

に

と

もヽ

に

幸
官

・ヽれ

る

の

で

、

そ

の

い

の

書

≡、

の

か

ら

父

手

上

謀

ま

ら

れ

た

ら

か

も

し

れ

な

い
≡

（
州

）
　

中月
一有
．

（
拠

）

光

淳

言

Ｈ

一託
春

四

工

の

三

生

末
月

千
九

日

の

生

に

……
ト
ヌ

ル

ハ

チ

の

ま

し

た

妄

車

ら

二

人

が

重

宏

城

外

の

住

胡

十

一描

た

に

来

て

逃

Ｌ

た

こ

と

を

の

せ
、

■

４

実

録

春

二

の

二

年

四

月

十巳

了

す

作

に

よ

、

と

一社

が

越

辺

一青
前

部
主

主

【
許

戸

耶

と

河

う

た

に

対

―
一
、

戸

曽

判

書

一江
境

は

会

登
一起

辺

有

二

十

会

一戸
、

さ
一ユ

起

辺

言
三

十

■

声
′
と

え
テ

一

て

い

る

が

、

こ

れ

は

清

す

が

認

め

て

存

し

た

戸

で

あ

る

に

神

違

と

い
【）
前

者

の

ご

と

き

”

は

ほ

め

て

少

数

だ

つ

■
一
と

思

わ
れ

る

。

（２５

）

一市

洲

入

関

前

与

高

盛

交

渉

史

料

（
田

学

支

葺

）

ニ

ズ
頁

に

は

研

西

所

有

工

良

吟

人

、

倶

当

嗣

送

と

あ

つ

て
、

こ

れ

は

や
ｉ
体

二

年

五

一月

二

十

Ｆ

降

＝

し

た

■

■

に

対

↓

ろ

二

千
人

口

の

大

宗

の

詔
卦

な

小叫
一
、
■

る

。

（”

）
　

一日
、
　
Ｅ

・…（
貝
っ

（耳

）
　

一語

陽

状

蔵
「

（
会

≡
一
一出
輩

喜
こ
　

一
一生

■

に

は

話

布

之

後

、

切

不

誠

・環

人

物

事

と

、

中

合

不

庄

ヤ

　

所

草

古

手

不

有

「志
禁

、　
一瓦

一，
弟
つ
環

者

、　
今

工
真
ユ
軍
ヽ
」

丁
ゴ

す
、　
‐…，一
十

和

，

秩

班

人

と

、

と

刑

捨

ど

支

／

、

一定

士

一
年

二

月

二

一ま

，

■

に

一，す

だ^

■

忘

討

下

！

た
Ｌ
、
十キ
丁
が
、
一て
れ
一！以
苛
一
の
市
と
一は
一杯
え
Ｌ
≡
よ

ｒｉ
京

い
■
ギ

す
身
井

よ
、
帰
丘
や
」
“辻
孝
手
■
Ｆ
ｉ
Ｆｒ
か
「ナ
〓
”
ｔ
ど≡，
ち
，

（メ
）

高
洲
ス
翼
前
与
高
ド
交
渉

工
■

一

工
十
一ユ
Ｆ
）

（抑

）
　

一Ｈ
、
　
九

一
一【一
３
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